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◇
二
〇
二
一
年
度
高
岡
教
区
臨
時
教
区
会
報
告 

去
る
七
月
一
日
（
木
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
二

〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
臨
時
教
区
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
二
年
度
高

岡
教
区
各
種
会
計
決
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
上
、
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

令
和
二
年
度
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
教
区
一
般
会
計
の
総
額
で

は
次
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
剰
余
金
が
千
四
百
七
十
一
万
一
千
八
百
九

十
六
円
と
、
前
年
度
比
で
二
百
十
三
万
円
以
上
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
様
々

な
行
事
が
中
止
や
延
期
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
例
年
開
催
し
て
い

た
実
践
運
動
教
区
委
員
研
修
会
・
千
鳥
ヶ
淵
法
要
団
参
・
教
区
「
平
和

を
願
う
つ
ど
い
」
・
同
朋
運
動
推
進
者
養
成
研
修
会
・
教
区
新
年
会
・

公
聴
会
な
ど
の
諸
行
事
中
止
に
な
っ
た
た
め
に
、
歳
入
で
参
加
費
や

助
成
金
が
減
額
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
歳

出
で
そ
れ
ら
の
行
事
の
開
催
経
費
が
大
き
く
減
額
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。 

 

歳
入
で
は
、「
各
種
助
成
金
」
が
宗
会
議
員
選
挙
関
係
の
助
成
金
や

在
家
免
物
委
託
事
務
費
が
当
初
予
算
よ
り
も
増
え
た
た
め
三
十
二
万

円
以
上
の
増
と
な
っ
て
い
る
の
と
、「
雑
収
入
」
で
教
区
会
議
員
の
任

期
満
了
に
と
も
な
う
交
代
が
あ
っ
た
た
め
に
、
教
区
会
議
員
輪
袈
裟
・

式
章
代
の
収
入
が
あ
り
二
十
二
万
円
以
上
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

歳
出
で
は
、「
実
践
運
動
推
進
費
」
で
先
ほ
ど
触
れ
た
諸
行
事
が
中

止
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
や
、
児
童
念
仏
奉
仕
団
や
各
教
化
団

体
で
当
初
予
定
し
て
い
た
研
修
会
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

経
費
の
減
額
が
あ
っ
た
た
め
に
五
十
二
万
円
以
上
の
減
と
な
り
ま
し

た
。「
教
務
所
費
」
で
は
、「
人
件
費
」
が
給
与
や
慰
労
手
当
の
減
額
が

あ
っ
た
た
め
に
四
十
五
万
円
以
上
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
事

務
費
」
で
も
出
張
交
通
費
・
消
耗
品
費
・
慶
弔
費
・
諸
雑
費
・
伝
道
車

費
な
ど
が
す
べ
て
減
額
に
な
り
八
十
万
円
弱
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
度
よ
り
新
設
し
た
特
別
会
計
『
法
要
事
務
所
会
計
』

や
『
会
館
運
営
費
』『
振
興
推
進
金
庫
』
へ
は
予
算
通
り
回
金
を
し

て
お
り
ま
す
。 

次
に
教
区
特
別
会
計
の
決
算
で
す
が
、『
平
衡
資
金
積
立
会
計
』

『
転
退
職
積
立
会
計
』
は
預
金
利
息
の
み
の
変
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。『
災
害
対
策
会
計
』
で
は
、
熊
本
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
を
諮
る

た
め
に
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
開
催
経
費
を
支
出
し
て

お
り
ま
す
。「
教
化
資
料
作
成
費
」
で
は
、
次
年
度
繰
越
見
込
金
が

十
六
万
円
以
上
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
当
初
予
算

よ
り
歳
入
・
歳
出
と
も
予
算
補
正
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

次
年
度
へ
の
繰
越
し
が
増
と
な
っ
た
も
の
で
す
。『
子
ど
も
・
若
者

ご
縁
づ
く
り
推
進
費
会
計
』
で
は
、
寺
族
青
年
会
の
ご
縁
づ
く
り

活
動
に
対
し
て
「
推
進
費
」
の
費
目
か
ら
助
成
金
を
支
出
し
た
ほ

か
、「
会
議
費
」
か
ら
委
員
会
の
開
催
経
費
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

『
免
物
会
計
』
は
、
免
物
交
付
に
か
か
る
「
免
物
冥
加
」
が
三
十

二
万
円
以
上
、「
本
山
委
託
事
務
費
」
を
十
五
万
円
以
上
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
歳
出
の
「
回
金
」
の
費
目
で
本
山
委

託
事
務
費
を
全
額
一
般
歳
計
に
回
金
し
て
い
る
た
め
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
一
昨
年

度
新
設
さ
れ
た
「
振
興
推
進
金
庫
」
や
昨
年
度
新
設
さ
れ
た
『
法

要
事
務
所
会
計
』
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
予
算
通
り
回

金
を
し
て
い
ま
す
。
以
上
が
令
和
２
年
度
教
区
各
種
会
計
決
算
の

概
要
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
別
紙
に
て
教
区
会
計
決
算
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。】 

◇
講
社
連
盟
総
会
開
催 

六
月
十
一
日（
金
）、西
本
願
寺
高
岡
会
館
の
礼
拝
堂
を
会
場
に
、

二
〇
二
一
年
度
高
岡
教
区
講
社
連
盟
「
総
会
・
研
修
会
」
が
開
催 
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さ
れ
、
十
三
単
位
の
講
社
か
ら
か
ら
七
十
八
名
が
参
加
し
た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
総
会
を
中
止
し
て
い
た
た
め
二
年
ぶ
り
の
開
催 

 
 

と
な
っ
た
。
た
だ
、
今
年
度
も
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加
者
も
例
年
の
半
数
程

度
に
な
る
よ
う
に
募
り
、
日
程
も
午
前
中
か
ら
始
め
て
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
も
行
っ

て
い
た
も
の
を
午
前
中
の
み
の
日
程
で
行
っ
た
。 

 

午
前
中
は
森
尾
淳
章
教
務
所
長
の
調
声
で
物
故
者
講
員
の
追
悼
法
要
が
勤
め
ら
れ
、

続
い
て
講
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
講
員
へ
の
感
謝
状
・
表
彰
状
の
授
与
式
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
総
会
が
行
わ
れ
、
前
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
と
今
年
度
の
事
業

計
画
案
・
予
算
案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。 

 

休
憩
を
挟
ん
で
、
『
本
願
寺
の
現
況
と
講
社
の
関
わ
り
に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
、

公
文
名
眞
師
（
前
本
願
寺
派
副
総
務
・
射
水
組
光
照
寺
住
職
）
を
講
師
に
招
い
て
の

研
修
会
が
行
わ
れ
、「
本
願
寺
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
機
に
特
に
厳
し
い
に
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
も
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
顕
在
化
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
問
題
の
原
因 

と
し
て
本
山
や
一
般
寺
院
に
対
す
る
尊
崇
意
識
が
低
下
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
門
徒
数
が
減
少
し
、
そ
の
た
め
財
政
が
悪
化
し
て
い
く
と
い
う
悪
循
環
の

流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
講
社
活
動
も
衰
退
し
、
講
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
別
院
・

教
堂
は
じ
め
、
本
山
本
願
寺
の
運
営
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
至
っ
た
要
因
と
し
て
、
浄
土
真
宗
教
団
特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
所
在
を
見

失
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
本
来
、
真
宗
教
団
は
門
徒
が
主
役
で
あ
り
、
寺
院

は
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
っ
て
と
な
っ
て
営
ま
れ
て
き
た
。
過
去
に
在
家
信
者
と
し
て
主

体
的
・
積
極
的
に
宗
門
を
支
え
た
人
と
し
て
県
内
で
は
砺
波
庄
太
郎
や
兵
庫
県
で
は

松
田
甚
左
衛
門
が
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
に
よ
っ
て
近
代
の
本
願
寺
は
支
え
ら
れ

て
き
た
。
教
団
の
中
で
門
徒
が
主
役
と
な
り
、
そ
し
て
門
徒
が
主
体
性
を
発
揮
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
、

講
員
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
。 

                    

★
先
月
号
に
て
お
伝
え
し
た
情
報
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

◇
寺
族
青
年
会
役
員 

会 
 

長 

初
瀬
部 

真 

亮
（
糸
岡
組 

宝
性
寺
） 

副 

会 

長 

池 

内 

将 

貴
（
新
湊
組 

圓
徳
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

麻 

生 

裕 

善
（
若
神
組 

専
龍
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

石 

黒 

英 

俊
（
川
上
組 

 

聴
信
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇
寺
院
女
性
会
若
女
性
部
会
役
員 

会 
 

長 

林 
 
 

多
恵
子
（
伏
木
組 

要
願
寺
） 

副 

会 

長 

藤 

田 

法 

子
（
新
湊
組 

圓
立
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

敬
称
略 

全戦没者を悼み平和を願うつどい 2021 

 

テーマ パンデミック後の《平和》を願って 

 

内容  第１部 全戦没者追悼のつどい  

第２部 平和を願うつどい 

講師  島薗 進さん 

（宗教学者・東京大学名誉教授、上智大学神学部特任教授） 

演題  「パンデミック後の《平和》と宗教の役割」 

 

日時  ８月５日（木）午後１時３０分～４時  

＜参加方法＞ 

①西本願寺高岡会館１Ｆ礼拝堂にて参拝 限定５０名 

（電話にてお申し込みください） 

☎0766-22-0887 

②本願寺派高岡教区 YouTubeチャンネルにてオンライン参拝 

 YouTubeで「浄土真宗本願寺派高岡教区教務所」と検索して 

法要日時より配信開始。約１ヶ月視聴可能。 
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◆
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

「
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
る
権
利
」
と
は
？ 

皆
さ
ん
は
「
富
山
県
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？ 

二
〇
〇
七
年
に
策
定
さ
れ
た
富
山
県
の
同
計
画
が
、
「
人
権
問
題
に
対
応
す
る
た

め
の
法
律
等
が
順
次
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
社
会
環
境
の
変
化
と
と
も
に
新
た
な
人
権

を
め
ぐ
る
課
題
も
生
じ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
十
三
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
と
言
う
こ

と
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
県
民
は
残
念
な
が
ら
そ
う
多
く
は
お
ら

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
基
本
計
画
の
内
容
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
れ
ま
す
）

h
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.
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去
る
六
月
一
六
日
、
富
山
西
別
院
に
て
高
岡
教
区
も
団
体
加
盟
し
て
い
る
『
部
落

解
放
に
と
り
く
む
富
山
県
連
絡
会
議
』
（
富
山
解
放
連
）
の
報
告
会
が
開
か
れ
、
同

会
の
会
長
で
あ
る
岡
西
法
英
さ
ん
か
ら
「
改
定
の
た
め
広
く
県
民
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
」
と
し
て
設
置
さ
れ
た
懇
話
会
の
内
容
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

岡
西
会
長
か
ら
は
、
そ
の
問
題
点
と
し
て
「
懇
話
会
メ
ン
バ
ー
は
、
福
祉
、
学

校
、
人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
会
な
ど
の
団
体
代
表
で
構
成
さ
れ
、『
人
権
侵
害
を

受
け
て
い
る
当
事
者
』
の
参
加
が
無
い
」、
「
三
回
の
会
議
で
の
意
見
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
は
『
意
見
を
聞
い
た
』
と
い
う
ア
リ
バ
イ
工
作
に
利
用
さ
れ
た
だ
け
」、

「
新
計
画
は
改
定
前
と
変
わ
ら
ず
数
値
目
標
や
相
談
体
制
な
ど
具
体
性
を
持
た
な

い
」
、
と
い
っ
た
指
摘
を
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
、
基
本
計
画
に
あ
る
一
文
に
目
が
行
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
「
人
権
感
覚
が
県
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
に
定
着
す
る
よ
う
人
権

教
育
・
啓
発
の
着
実
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
常
に
人
権
の
視
点
を
踏
ま
え
て

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
人
権
尊
重

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
い
う
文
章
で
す
が
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
内
容
に

思
わ
ず
苦
笑
し
、
そ
れ
と
同
時
に
疑
念
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。「
差
別
し
た
り
、
差

別
さ
れ
て
そ
れ
を
咎
め
た
り
す
る
の
は
心
の
貧
し
さ
か
ら
来
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
？
」
と…

。 

翻
っ
て
、
今
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
社
会
で
「
人
権
問
題
」
が
報
じ
ら
れ
な
い

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
種
対
立
、
性
差
別
、LGBT

Q

、
ネ
ッ
ト
中
傷
、
夫
婦
別
姓
、

し
ょ
う
が
い
者
、
ｅ
ｔ
ｃ…

、
誰
し
も
が
「
当
事
者
」
に
立
た
さ
れ
る
可
能
性
を
持

っ
た
問
題
で
す
が
、
特
に
こ
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
お
い
て
「
感
染
の
怖
さ
よ
り
も
差

別
の
怖
さ
」
を
多
く
の
人
が
実
感
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
の
社
会
で
は
一
人
一
人

が
「
人
権
」
と
い
う
も
の
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

「
富
山
に
は
部
落
差
別
は
無
く
、
そ
れ
は
浄
土
真
宗
の
教
え
が
徹
底
し
て
い
た
か

ら
」 か

つ
て
差
別
図
書
『
真
宗
王
国―

富
山
の
仏
教―

』
で
問
題
に
な
っ
た
こ
の
よ
う

な
考
え
方
は
、「
浄
土
真
宗
の
教
え
が
人
々
を
人
権
問
題
に
対
し
て
鈍
感
に
さ
せ
て

き
た
」
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
あ
ぶ
り
出
し
ま
し
た
。
人
権
と
は
常
に
現
実
の
問
題

で
あ
り
、
人
権
教
育
や
人
権
啓
発
も
そ
の
事
実
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
、
け
っ
し
て

観
念
や
抽
象
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、「
心
の
豊
さ
」
や
「
思
い
や
り
」
は
そ
の
解
決

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い
く
権
利
」
は
日

本
国
憲
法
や
行
政
の
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
浄
土
真
宗
の
教
え
の
中
で
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
、
浄
土
真
宗
の
信
心
と
は
、
人
権
問
題

に
無
関
心
や
傍
観
者
に
な
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
立
ち
向
か
っ
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
呼
び
起
こ
す
「
如
来
の
呼
び
声
」
へ
の
応
答
で
あ
る
と
受
け
と
め
さ
せ
て
頂
き
た

い
も
の
で
す
。 

【
高
岡
教
区
同
朋
企
画
専
門
委
員
会
委
員
長 

濵
野
信
宏
】 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 5:35～5:45 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

◎７／31（土）：吉田 俊逸氏 

（本願寺派布教使・福井教区若狭組西光寺 元住職） 

「念仏者は無碍の一道①」  

◎８／７（土）：吉田 俊逸氏 

（本願寺派布教使・福井教区若狭組西光寺 元住職） 

「念 仏 者 は無 碍 の一 道 ②」  

□８／８（日）：杉谷 淳志氏 

（高岡教区川上組瑞泉寺） 

◎８／14（土）：吉田 俊逸氏 

（本願寺派布教使・福井教区若狭組西光寺 元住職） 

「なんだか呼 びたいお母 さん」  

◎８／21（土）：吉田 俊逸氏 

（本願寺派布教使・福井教区若狭組西光寺 元住職） 

「呼 ばずにいられぬお母 さん」  

□８／22（日）：未  定 

（高岡教区） 

◎８／28（土）：吉田 俊逸氏 

（本願寺派布教使・福井教区若狭組西光寺 元住職） 

「人 生 の下 り坂 に立 って思 うこと」  

 

【西本願寺高岡会館８月の常例法座】 

ご講師：吉 井 教 潤 

（高岡教区新湊組西照寺） 

ご講題：『宗 教 の本 質 について』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（7/14～8/27）◇  

 ７月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

16 

18 

19 

21 

27 

28 

 

 

29 

30 

 

８月 

５ 

14 

19 

23 

25 

27 

常例法座 

会館永代経 

 

 

 

 

解放同盟意見交換会 

寺院振興対策委員会 

組長会 

 

 

 

 

平和を願うつどい 

常例法座 

 

得度講習会（～24）福光 

得度考査 福光 

 

 

 

仏壮協議会 web 

ヤスクニ委員会 

第２ブロック仏青協議会 

ビハーラ役員会 

 

 

 

平和学習会 

重プロリーダー研修会 

関野組夏期講座（～31） 

 

 

 

仏婦広報委員会 

 

 

仏婦・寺女合同実践運動

研修会 

 

     

     

      

    

２０２１年度「教区賦課金」納入について（お願い） 

 

５月当初、各ご寺院様宛に教区賦課金の告知書を

送付させて頂きました。 

納入期日は告知書に記載してありますように前期

分が７月２１日、後期分が１２月２２日迄となって

おりますので早期の納入をお願い致します。 

― ご 報 告 ― 

この度、７月８日（木）に「御同朋の社会をめ

ざす運動」中央委員会が開催されるにあたり、高

岡教区から別紙のように意見具申を提出いたし

ましたのでご報告いたします。 

（別紙 高岡教区教務所発第１４号公文書 

『意見具申について』添付） 


